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◆令和４年度の活動実績と予定

①盆踊り大会の実施方法の検討（4～５月）
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② 収穫祭の実施方法検討
収穫祭実行委員会へ提案
収穫祭の開催準備（のぼりの
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２年前の催し内容（バザー、太鼓、踊り、菓子投げ等）で、コ

ロナ禍でどのような工夫をすれば実施できるかを検討し、バザー
は飲食（お酒なし）のみとすることや、会場入り口の限定などを
田滝盆踊り実行委員会へ提案しました。
その後、市内のコロナ感染者が増加したため、盆踊り大会は中

止となってしまいましたが、コロナ禍で地域行事を再開するため
に、地域の各種団体の代表が話し合いをする貴重な機会となりま
した。

◆地域未来ビジョン（この実現のために活動しています）

盆踊り大会実施の話し合いの様子
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③シンポジウムの開催（11月）

収穫祭の催し内容について、今まで通り集会所周辺での開催にするか、分

散開催にするかを含め、コロナ禍での実施可能性を検討しました。
その結果、会場・参加者へのコロナ対策を徹底し、今回は飲食なしにする

こと、例年通り集会所周辺で実施すること等を収穫祭実行委員会へ提案しま
した。
また、会場への道中に目印として考える会ののぼりを立てることとし、の

ぼりは、田滝小学校の児童や先生方の協力を得て、素晴らしいデザインに仕
上がりました。
収穫祭当日は、地区内外およそ３００人の来場があり、小学生のお簾踊り

披露や芋掘り、農産物の直売などで楽しまれていました。

（のぼりの絵を描いてくれた小学生たちからのコメント）
●地域の人といっしょに作った「さつまいも」を書きました。自分が作った
さつまいもを、家族に食べてもらったときに、「おいしかったよ。」と
言われたことがうれしくて、作ってよかったなと思いました。そのとき
の気持ちをこめて、この絵をかきました。

●わたしは田滝地区には住んでいないけど、いつも田滝のたまご屋さんの
たまごを買っています。そのたまごがとてもおいしいので、そのことを
みんなに伝えたくて、たまご屋さんの絵をかきました。

●田滝小学校では、毎年「干し柿作り」をしています。田滝地区の特産物
である柿は、干し柿にしてもおいしいです。たくさんの人に知ってほしい
と思い、絵にかきました。

■第１部「第15回収穫祭の感想、改善方法の検討」
各団体の代表者が収穫祭の感想や反省点について発表し、その後グ

ループに分かれて次年度の収穫祭に向けた改善方法の検討を行いまし
た。
■第２部「空き家バンクの説明会、空き家の情報収集」
市役所移住推進課より、空き家バンクの登録手順などの説明があり、

その後地区内の空き家に関する情報収集を行いました。

④お簾踊りの録音（1月）
今後のお簾踊りの保存継承のためには、記録をしておくことが必要なた

め、お簾踊り保存会の方々の協力のもと市内の音楽スタジオにてお簾踊り
の録音を行いました。
楽器と声の干渉を避けるため、太鼓、歌、お囃子、早口口上を別々に収

録し、収録時間は約３時間かかりました。
完成した音源はCD化され、保存会で保管する他、小学校にも配布される

予定です。
録音に協力してくださった田滝お簾踊り保存会の皆さん、ありがとうご

ざいました。

録音の様子
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シンポジウムの様子

考える会ののぼり

②収穫祭の実施方法検討、のぼりの作成（7～10月）

（録音に協力していただいた保存会の方からのコメント）
長時間に渡る録音で、へとへとに疲れてしまい、改めてプロの方はす

ごいと思いました。また、今回の録音は小学校の校長先生からの勧めや
考える会の存在が無ければ実現に至りませんでした。協力してくださっ
た全ての方に御礼を言いたいです。
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